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赤い羽根共同募金運動が始まりました！赤い羽根共同募金運動が始まりました！



都留市社協だより (2)

１. 平成30年度採用予定人数
① 社会福祉士………………１名　　　　　② 精神保健福祉士…………１名
③ 居宅介護支援専門員……１名　　　　　④ 介護福祉士………………１名

２. 受験資格
１）【社会福祉士】

・昭和63年４月２日〜平成８年４月１日までに生まれた者で、大学を卒業（平成30年３月卒業見込み
を含む）以上、又はこれと同等以上の資格を有し、社会福祉士の資格を有する者（平成30年３月資格
取得見込みを含む。）

・普通自動車運転免許を有する者（AT車限定可）
２）【精神保健福祉士】

・昭和53年４月２日〜昭和63年４月１日までに生まれた者で、精神保健福祉士の資格を有する者
・普通自動車運転免許を有する者（AT車限定可）

３）【居宅介護支援専門員】
・昭和48年４月２日〜昭和63年４月１日までに生まれた者で、居宅介護支援専門員の資格を有する者
・普通自動車運転免許を有する者（AT車限定可）

４）【介護福祉士】
・昭和53年４月２日〜昭和63年４月１日までに生まれた者で、介護福祉士の資格を有する者
・普通自動車運転免許を有する者（AT車限定可）

３. 受験手続及び受付期間
11月１日（水）〜11月24日（金）までに、都留市社会福祉協議会まで提出してください。

４. 提出書類
１）履歴書（本会指定様式）
２）自己PRシート（本会指定様式）
３）職務経験経歴書（前職がある場合〔様式不問〕）
４）最終学歴卒業（卒業見込）証明書　　※社会福祉士受験者のみ
５）社会福祉士の取得見込み以外の者は、受験資格に記載したそれぞれの資格を有する証明書類の写しを

添付してください。
申請方法などの詳細及び様式等は、本会ホームページに掲載しますので、ご覧ください。

５. 試験の内容
①　の【社会福祉士】の試験は、一次試験（筆記試験）二次試験（作文・面接など）
②から④の【精神保健福祉士】・【居宅介護支援専門員】・【介護福祉士】の試験は、作文及び面接など

６. 試験日
試験日については、後日、本人に連絡します。

７. 試験会場
都留市下谷２５１６番地１ いきいきプラザ都留内　社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　

８. 勤務条件
給与・勤務時間及び休日等の勤務条件は、本会規定によります。

９. 問合せ先
社会福祉法人 都留市社会福祉協議会 　電話４６−５１１５

【社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　正規職員募集】
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赤い羽根共同募金運動がはじまりました！！赤い羽根共同募金運動がはじまりました！！赤い羽根共同募金運動がはじまりました！！

赤い羽根共同募金は、民間の運動として戦後直後の1947年（昭和22年）に、住民が主体の取り組みとして
スタートし、山梨県共同募金会都留市支会では、街頭・家庭・大口・職場などの募金活動を行っています。

社会が大きく変化する中で、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む、民間団体を支援する仕組みとし
て、また、市民のやさしさや思いやりを届ける住民主体の運動として進められています。

【街頭募金の状況10月2日（月）実施】

平成28年度 190,367円 平成29年度 220,449円

昨年度の実績　総額 4,883,334円
都留市内で集められた募金は、一度、山梨県共同募金会へ集約され、社会福祉施設や

地域の高齢者・障がいのある方・児童のための事業に活用させていただいております。

今年度実施期間　10月1日（日）〜平成30年3月31日（土）
今年度も、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

相談場所・問い合せ先 社会福祉法人都留市社会福祉協議会　電話４６−５１１５ 都留市下谷2,516番地１ いきいきプラザ都留

★心配ごと相談（簡裁法律相談）要予約
　　　

総合相談所カレンダー総合相談所カレンダー総合相談所カレンダー

相談員 ：山梨県司法書士会、
司法書士総合相談センター所属司法書士

生活上の困りごとや悩みごと、また、相続・契
約・金銭貸借・消費者金融・成年後見・離婚問
題ほか法律に関する相談をお受けします。

★一般相談
日常生活での様々な困りごと、悩みごとの相談を精神保健福祉士・社会福祉士がお受けします。電話相談と

社協窓口相談を受付けており、匿名での相談も可能です。相談内容は厳守されます。専門的解決を要する内容
には、より適切な相談窓口を紹介しています。

相談時間 午後 1 時～午後 4 時

心配ごと相談　要予約

相談日時：毎週月曜日から金曜日（祝日は除く）午前８時30分〜午後５時15分

10日(金) 高尾直裕 司法書士事務所
17日(金) 藤江 司法書士事務所
1日(金) 天野　清 司法書士事務所

15日(金) 篠田貴子 司法書士事務所
5日(金) 高尾直裕 司法書士事務所

19日(金) 藤江 司法書士事務所

11月

12月

１月

日　程 事務所名

ひとりで悩まず、
　まずは相談してみませんか！？
ひとりで悩まず、
　まずは相談してみませんか！？

実施 店舗 市内１１店舗
セルバ十日市場店、オギノ都留店、ツルハドラック都
留文大前店、オーツル、ダイソー、J マート都留店、
公正屋（都留店、田野倉店）おかじま食品館、ウェル
シア（都留店、都留田野倉店）

実施 店舗 市内１２店舗
セルバ十日市場店、オギノ都留店、ツルハドラック（都
留文大前店、赤坂店）、オーツル、ダイソー、J マー
ト都留店、公正屋（都留店、田野倉店）、おかじま食品
館、ウェルシア（都留店、都留田野倉店）

増額
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第14回第14回第14回 フードドライブへのご協力をお願いします！フードドライブへのご協力をお願いします！フードドライブへのご協力をお願いします！
フードバンク山梨では、この冬も「フードバンクこども支援プロジェクト」として、県内の子どもの

いる生活困窮世帯への支援を実施いたします。このプロジェクトでは、約５４０世帯以上への食料支援を
予定しております。市民の皆様のご協力をお待ちしております。 ご寄附頂きたい食品 缶詰、カップラーメ

ン・インスタントラーメン、パスタ、うど
んなどの麺類、レトルト食品、海苔などの
乾物、ふりかけ、即席スープ、調味料、お
米、お菓子など

平成28年度は、都留市にお住まいの延べ
99世帯に食品をお届けしました。

丸洗い乾燥事業のお知らせ
　在宅のひとり暮らし高齢者の方や高齢者世帯の方を対象に、ふとん丸洗い乾燥事業を実施します。

　ご希望の方は、地域の民生委員児童委員へ申し込んでください。なお、この事業の対象となる

方は、寝たきりの方、虚弱のためひとりでふとんを干すことが困難な方です。

　詳しいことは、都留市社会福祉協議会 事務局にお問合せ下さい。

申込期間　11月20日(月) まで

回 収 日　12月４日(月）      返 却 日　12月15日(金）（多少前後することもあります。）

申 込 先　お近くの民生委員児童委員までご相談ください。
問合せ先　社会福祉法人都留市社会福祉協議会　電話46ー5115

福祉バザー福祉バザー福祉バザー福祉バザー

　市民の誰もが参加できる社会福祉活動として、下記日程により福祉バザーを開催します。

ご家庭に眠っている遊休品（未使用）の提供をお待ちしております。

　なお、遊休品の提供については、地区の自治会長を経由してお願いいたします。

福祉バザーへご協力のお願い福祉バザーへご協力のお願い福祉バザーへご協力のお願い

昨年のバザーの様子昨年のバザーの様子

第33回第33回第33回 ご協力よろしく
お願いします！

物品搬入費　　：11月 13日（月）～20日（月）（土・日も受け付けております。）
福祉バザー当日：11月 26日（日）　　午後1時～３時30分
福祉バザー会場：都留市下谷2516番地 1　いきいきプラザ都留内　
　　

第36回
都留市社会福祉大会

高齢者作品展が開催されます！
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集荷期間 平成２９年１２月４日（月）から１２月１２日（火）
集荷場所 社会福祉法人都留市社会福祉協議会

（都留市下谷２５１６番地１いきいきプラザ都留）
食品の注意事項
①賞味期限が平成２９年１２月３０日以降のもの
②未開封で、破損等で中身が出ていないもの　③お米は平成２８年産以降のもの
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ファミリー・サポート・センターだよりファミリー・サポート・センターだより

都留市住民参加型有償在宅福祉サービス（ささえあい・ホットサービス都留）
ボランティア養成講座

◎趣　旨
住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らしていくためには介護保険制度や福祉サービスと、地

域の方々によるささえあいの両方を充実させることが必要です。
そこで、誰もが安心して暮らせる地域づくりの実現に向けて、日常生活での困りごとを住民同

士のささえあいにより支援する仕組みとして立ち上げた住民参加型有償在宅福祉サービスにおい
て実践するボランティアを養成することを目的に開催します。

◎日　時
12月２日（土）午前10時から午後３時

◎会　場
いきいきプラザ都留　２階　機能訓練室

◎会　場
無料！！（昼食持参）

◎問合せ・申込み先
11月30日（木）までに 社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　電話４６−５１１５

【日程・内容】
10：00 − 10：30　〇事業説明　〇講義
10：30 − 12：00　〇講義　　　〇実技指導
12：00 − 13：00　〇昼食・昼休み
13：00 − 15：00　〇介助の基本

都留市ファミリー・サポート・センターでは今年度２回目の保育サポーター(提供会員)養成講座を開催します。子育て

中のママさんにとって、とても勉強になる講座となります。講座内容を見て、受けたい講座を選んでいただき参加するこ

とも可能です。また、託児も可能となりますのでお気軽にお申込みください。子育ての手助けをしたい、空いている時間

を社会の役に立てたいとお考えの方、ぜひ、サポーター養成講座にご参加ください。

なお、養成講座を修了するには、センター主催の研修会参加とセンターでの実習の修了が必要となります。

日　　時 ：１１月１０日(金)・１５日(水)・２１日(火)　　　午前９時〜正午　午後１時〜４時

場　　所 ：都留市まちづくり交流センター　３階　多目的ホール

持 ち 物 ：筆記用具、昼食、飲み物　　　　　

参 加 費 ：無料

申 込 先 ：都留市上谷三丁目８番地１号　都留市まちづくり交流センター１階　交流室

問合せ先 ：都留市ファミリー・サポート・センター　　電話 ４３−１３３０

〜 保育サポーター（提供会員）養成講座 〜

9：00〜10：00 開講式 ・事業説明 社協職員　　保育士　杉田さえ子
10：00〜12：00 子どもの心の発達過程と援助者の関わり 市役所　　　保健師　宇佐美利恵氏
12：00〜13：00 昼食・昼休み
13：00〜14：30 安全と事故 都留消防署
14：30〜16：00 愛着の発達と気になる子どもの対応 都留文科大学　初等教育学科教授　中川佳子氏
9：00〜10：30 子どもの暮らしとケア 市立病院　　助産師　海野聖子氏

10：30〜12：00 子どもの遊び 社協職員　　保育士　奥脇幸子
12：00〜13：00 昼食・昼休み
13：00〜14：00 保育の心 長生保育園　理事長　山本義昌氏
14：00〜16：00 子どもの栄養と食生活 東桂保育園　栄養士　小林裕美子氏
9：00〜10：00 子どもの遊び 社協職員　　保育士　奥脇幸子

10：00〜12：30 小児看護の基礎知識 市立病院　　小児救急看護認定看護師 安藤香織氏
12：30〜13：30 昼食・昼休み
13：30〜14：30 保育の心 提供会員
14：30〜16：00 援助活動の理解を深める 社協職員　　保育士　杉田さえ子

11月10日
（金）

11月15日
（水）

11月21日
（火）

日　程 時　　間 講　座　内　容 講　　　　　師
【 実　施　内　容 】
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福祉サービス利用援助事業 
◎事業内容

都留市内に在宅又は介護施設あるいは入院されている認知症高齢者や知的・精神障がいのある
方等で、判断能力が十分でない方が、地域で安心して日常生活が過ごせるように、福祉サービス
の利用手続きの援助や代行、各種支払いなどを行うことによって生活を支援する事業です。

◎援助内容
・福祉サービス利用の援助　・日常生活に必要な事務手続き援助　・預貯金通帳、印鑑等の保管
・書類等の保管、確認　　　・一定額の預貯金の出し入れ　　　　・日用品等の代金の支払い　
・医療費の支払い

◎利用方法について
利用を希望される方は契約が必要となります。詳細については、都留市社会福祉協議会へ
ご相談ください。

※日常生活でお困りの際は、お気軽にお問合せください。

都留市介護支援ボランティア事業
◎事業内容

65歳以上の皆様の健康増進や介護予防、また、社会参加や地域貢
献を通じた生きがいづくりを推進し、健やかでいきいきとした地域社
会を作ることを目的とした事業です。65歳以上の方へ向けたボラン
ティア活動を行うと実績に応じてふれあいボランティア手帳（介護
支援ボランティア記録シート）にスタンプが付き、「つるポイント
店会」の「わくわくカード」にポイントを貯めることができます。

◎対象者
65歳以上の要介護・要支援認定を受けていない方で、
介護保険料の滞納がない方。

◎対象活動
・受入れ介護施設での介護支援ボランティア活動

例 利用者との話し相手　レクリエーションなどの指導、参加支援　行事などの手伝い  等

・地域や社会福祉協議会での介護支援ボランティア活動
例 居場所づくりやふれあい・いきいきサロンの担い手としての活動　配食ボランティア  等

◎活動方法
活動には登録申請が必要です。詳細については、都留市社会福祉協議会までお問合せください。

◎問合せ先
社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　電話４６−５１１５



盛里保育園児との手遊び

平成 29 年度  社会福祉協議事業紹介
(7)　2017年11月１日

盛里地区では、毎年旭小学校にて「高齢者ふれあいの集い」を開催しており、今年も９月２４日（日）
に開催されました。当日は約２２５名の地域の方々が集まり、午前は、大月警察署盛里駐在所 斉藤 豊 巡
査長の講演、盛里保育園児による手遊び、旭小学校の児童による演技、午後からは、忍者☆Ｆｕｊｉｙａｍａ
による大道芸能、認知症予防「能力アップ体操」、都留文科大学管弦楽団の演奏、参加者の皆さんによ
るカラオケ大会が実施されました。また、この集いに合わせ開催された文化展では、地域の方々の多種
多様な素晴らしい作品を１９０点（１０５名）出展していただき、大勢の皆さんに観ていただきました。
園児から高齢者まで、幅広い年齢の地域の皆様に参加していただき、盛大なひと時となりました。

盛里地区社会福祉協議会活動紹介盛里地区社会福祉協議会活動紹介盛里地区社会福祉協議会活動紹介 part4

開地地区社会福祉協議会活動紹介開地地区社会福祉協議会活動紹介開地地区社会福祉協議会活動紹介 part5

中小野地区では月１回、ふれあい・いきいきサロン活動を行っています。
１０月１０日（火）のサロン活動では、むくみの改善や認知症予防を図るため、開地保育園  園長 であ

り、理学療法士の亀澤　正隆 氏 をお招きし、「脳トレーニング」や「体の循環をよくするマッサージ」
を行いました。わきあいあいとした雰囲気で、活動終了後は参加者で交流を深めていました。また、参
加者１５名のうち６名が男性ということもあり、活気に溢れていました。

参加者の宮澤さんからは「笑いがいっぱいで、コミュニケーションづくりには最高の場。サロン活動
を通して健康意識が高まり、家庭での実践につながっている。」との声を聞かせて頂きました。

こうしたサロン活動は、健康づくりだけではなく、地域の情報収集の場になっていたり、参加者同士
の見守りにもつながっています。

亀 澤 氏 に よ る 脳 ト レ ー ニ ン グ の 様 子

都留文科大学管弦楽団の演奏
旭小学校児童の演技



報告コーナー
都留市社協だより (8)
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都留市立都留第二中学校文化部の皆さんが、１０月
７日（土）に、いきいきプラザ都留において、今年で
７回目のふれあい活動を行いました。

地元の高齢者や、社会福祉法人あすなろの会みとお
しの皆さんをお招きし、家政部、美術部、吹奏学部が
日ごろの活動を活かして楽しく交流しました。



報告コーナー

募集コーナー

(9)　2017年11月１日

給食サービス事業
三吉保育園、境保育園、盛里保育園の園児たちが来所されました。給食サービスを利用している方へのプレゼ

ントとして、三吉保育園からはうちわ、境保育園からは風鈴、盛里保育園からはタヌキのメッセージカードをい

ただきました。素敵なプレゼントをありがとうございました！！

三吉保育園 境保育園 盛里保育園

給食サービス事業にご協力頂いた保育園名に誤りがありました。
正しくは以下のとおりです。

（誤）：東桂保育園　　　　

（正）：東陽保育園

ご協力頂きました両保育園の皆様方にご迷惑をおかけしたことを
お詫びするとともに、上記の通り訂正させて頂きます。

「つるの福祉NO.144号」（８月１日発行）お詫びと訂正について

東陽保育園

ひとり暮らしの高齢者や、高齢者だけの世帯へお弁当を配っていただく
ボランティアを大募集しています！

高齢者の見守りを兼ねた配食サービスのボランティア活動にご協力いた
だける方は、ぜひ、ご連絡ください。

配食ボランティア募集

対 象 者 自家用車で活動できる方
活動内容 都留市社会福祉協議会（いきいきプラザ都留）から市内の利用者宅へのお弁当

の配食
活動時間 １時間程度（10時30分頃から11時30分頃まで）

※月に１回でも、何回でも自分のペースで参加できるボランティア活動です。
問合せ先 社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　電話４６−５１１５

※皆さんの活動中の安全のため事務局でボランティア活動保険に加入します。



　

　 　

　都留市ボランティア連絡会は、市内のボランティア相互の
ネットワークを拡充し、ボランティア活動の推進について、
多くの市民が関わり、市民の声を反映する仕組みの一つとし
てボランティア活動の特徴（自主性、自発性）を考えたゆる
やかなネットワークづくりを進めています。これから、ます
ますボランティアの輪を広げていきたいと考えています。

No.38

ぼられんだよりぼられんだよりぼられんだより

地区ボランティアコーディネーター9名の皆さん
が、8月19日（土）に回生堂病院において開催された
「ふれあいフェスティバル」へ参加いたしました。

この事業は、地域交流事業の一環として開催されて
おり、模擬店などに協力しながら参加者と楽しく交流
をしていました。

地区ボランティア
コーディネーター活動

手話サークル千羽会 会員13名の協力
のもと、8月16日（水）に「夏休み親子ミニ手話講
習会」を開催しました。当日は、子供4名、大人7
名が参加され、聴覚障がいについての理解や、手話
ソング、クイズを通して簡単な手話を学び、充実し
た時間となりました。

夏休み親子ミニ手話講習会を
開催しました！

災害ボランティアセンター設置・運営訓練を行いました！

災害ボランティアセンタースタッフ
ボランティア募集！

災害が起きた際、いち早い被災者支援に向けてス
タッフボランティアとして活動してくださる方を通
年で募集しております。この活動に関心のある方は
ご連絡下さい。

電話　４６−５１１５

都留市総合防災訓練が9月3日（日）に開催され、その中の訓練の一つとして、平常時から、大規模災害に備

え、いざという時に速やかに災害ボランティアセンターを設置・運営できるよう「災害ボランティアセンター

設置・運営訓練」を行いました。

当日は、主会場である都留市立谷村第二小学校にて、21名のスタッフボランティア協力のもと、総勢31名

が参加し、災害時にボランティアセンタースタッフボランティアとして活動できるように、ボランティアの受

付から、活動終了報告までの一連の流れについて訓練を行いました。

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。

敬老の日無料マッサージが開催されました！

山梨県視覚障害者協会都留支部の皆さんにより、9月13日（水）都留市まちづ
くり交流センター１階　交流室　和室において「敬老の日無料マッサ—ジ」が開
催されました。当日は16名の方が訪れ、日ごろの疲れを癒していました。マッサ
ージを受けた方は、「気持ちよかった、ありがとう。」など喜んでおられました。



ボランティアについて知りたい！ボランティア
活動をしているけどもう一度勉強したい！
ボランティア活動をするきっかけがほしい！な
ど、この機会にボランティアについて学んでみま
せんか？

皆様のご参加をお待ちしております。

ボランティアセンターつうしん
　都留市内のボランティア活動の様子を幅広くお伝えする「ボランティアつうしん」をお届け
します。自分のため、そして地域社会のために身近でできるボランティア活動に参加してみま
せんか！　どしどしボランティア情報を寄せてください！　

「ラブ＆ピース」

都留市ボランティアマスコット

ボランティアセンターつうしんボランティアセンターつうしん

　

お申し込み・問い合せ先は
都留市社会福祉協議会内　都留市ボランティアセンター　☎46−5115　FAX46−5103

ボランティア入門講座

中学生が、夏休みを活用して福祉やボランティアについての理解と関心を深め、他者への立場
や心情を思いやり、お互いに支えあう心や態度を養うことを目的として「中学生ボランティア体
験学習」を実施しました。

中学生のボランティア体験学習集特 

都留市デイサービスセンターの職員が、キャラバンメイト
として認知症に関する講習を行いました。

生徒の感想：本当は認知症の方
と関わるのはちょっと苦手だっ
たけれど、学びをとおし、今後
は、もっとしっかり関わろうと
思った。

午前午前 午後午後認知症サポーター養成講座
特別養護老人ホーム回生荘の利用者と壁画アートを作成し

たり、お話をしたりして楽しく交流しました。
生徒の感想：とても緊張したけ
ど、利用者の方が笑顔で一緒に
工作をしてくれました。優しく
接することが大切だとわかりま
した。

特別養護老人ホーム回生荘

理学療法士の亀澤正隆氏をお招きし、高齢者疑似体験を取
り入れながら「介助の基本」についての学習を行いました。

生徒の感想：高齢者の気持ちや
体験をとおして大変さを感じま
した。高齢者にはどういうこと
をしたらいいのかを知ることが
できました。

介助の基本
都留市デイサービスセンター利用者と、うちわ作りや

歌、ビンゴ大会をとおして触れ合
い交流をしました。

生徒の感想：今回の経験を活か
して、高齢者に出会った時、優
しく接したいと思います。困っ
ていたら助けたいと思います。

都留市デイサービスセンター

都留文科大学の堤英俊氏をお招きし、「障害」とはなにか
正しく理解するためのお話を頂きました。

生徒の感想：「障害」と「共
生」について教えていただきま
したが、イメージや外見だけで
人を判断するのはやめようと思
いました。

「障害」について考えよう
社会福祉法人あすなろの会みとおし利用者と、トートバッ
ク作りを通して交流を深めました。

生徒の感想：コミュニケーショ
ンの大切さを知りました。
戸惑うこともたくさんありまし
たが、初めて体験ができて
良かったです。

社会福祉法人 あすなろの会　みとおし利用者との交流

午前午前 午後午後

午前午前 午後午後

8月9日（水）都留市立都留第二中学校

8月4日（金）都留市立東桂中学校

8月7日（月）都留市立都留第一中学校

日　時：１１月２９日（水）午後１時30分から４時30分
内　容：「ボランティアを学ぶ」　

講師　社会福祉法人　山梨県社会福祉協議会
山梨県ボランティア・NPOセンター

主任　丸山雅洋 氏
「ボランティア実践者からのお話」

問合せ・申込先：社会福祉法人 都留市社会福祉協議会
電話 ４６−５１１５
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この広報紙は環境に配慮した
植物油インキを使用しています。
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「四季彩の絵手紙教室」

絵 手 紙 特 集

山梨県立都留興譲館高等学校の生徒を対象として、９月６日（水）に高校生災害ボ
ランティアスクールを開催しました。この事業は、平成17年から開催されており、今
年で12年目を迎え、これまで約２千218名の生徒の皆さんが受講されております。

今年度は、午前中に１年生を対象として、暗闇体験と防災グッズ、聴覚障害者
避難誘導訓練、救命講習、高齢者理解、視覚障害者避難誘導訓練、搬送訓練、防
災倉庫点検、起震車体験の内、一人が４つの実技訓練と、NTT伝言ダイヤルの利
用法を学びました。また、２、３年生医療従事職希望者を対象に、普通救命講習
会を実施しました。午後は（一社）REvive Japan（リバイブジャパン）代表理事
野口 正人 氏を講師に招き、「災害援助について」〜災害ボランティアの役割〜 と
題して、自身の災害ボランティア活動で実感したことや、災害時の備えについて
講演を頂きました。

この事業をとおし、災害ボランティアに関する認識を深め、自らの身体を守る
必要性を学び、災害時には、自分にもできることがあることを改めて考えていた
だき、実践に繋げていただきたいと思います。

この事業にご協力いただきました関係団体の皆様、ありがとうございました。

特 今年で 12 回目！！！集
高校生災害ボランティアスクール
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